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長崎高教組

第32回定通部定期大会
◆日 時 2021年8月7日（土）13:00～14:40

◆会 場 長崎高教組会館

◆出 席 者 11名（６分会、委任状６分会）

◆議 事 （詳細は議案書でご確認ください）

・第１号議案 2020年度決算承認に関する件

・第２号議案 2021年度役員承認に関する件

2021年度 定通部役員

濱本 功二 （佐世保中央夜間）*全教定通部長兼務

部 長 釣船 明文 （島原定時） 副部長 植木 恭子 （鳴滝通信）

烏山 隆弘 （鳴滝夜間）

・第３号議案 2021年度方針決定に関する件

１ 経過報告･とりくみ総括

担当者が活動内容や感想等を還流報告し、情報共有の場になりました。コロナ禍の影響で活動が制

約を受ける中、全教関係の会議はオンラインやハイブリッドで進められていることも報告されました。

２ 全体の情勢

多忙化を解消して、ゆとりある学校づくりが重要であると提案されました。

３ 活動方針

今年度の定通部県教委交渉（2年に1回)の内容について討議。前回の交渉内容を基にした下記12項目。

定通分会の分会長による事前アンケートの回答を要求書に盛り込むことも確認されました。

県教委交渉の柱

(1)安易な統廃合反対 (2)20人以下学級

(3)エンカレッジコース佐世保中央夜間での廃止。やむを得ず継続の場合は別課程として設置。

他校への導入反対 (4)スクールソーシャルワーカー環境整備・スクールカウンセラー全校配置

(5)キャリアサポートスタッフ継続配置 (6)教科書・夜食費補助継続と手続き簡略化

(7)入学準備金等、給付型奨学金の充実 (8)授業料無償化、就学支援金手続き簡略化

(9)修学奨励資金返還免除の条件「卒業まで」を１年単位に引き下げ

(10)日本語を母語としない生徒のための日本語教師を定数外配置

(11)離島の通信制生徒に交通費・宿泊費の補助

(12)エアコン設備のない定時制高校へ県費でエアコン設置

・第４号議案 2021年度予算に関する件

・第５号議案 その他

５つの議案は、拍手で承認されました。

2021 年 9 月 1 日
第 2 号

発行責任者 烏山 隆弘

ホームページ http://nagasaki-kokyoso.org
メールアドレス info@nagasaki-kokyoso.org
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県教研定通教育分科会
◆日 時 2021年8月7日（土）14:50～16:20

◆会 場 長崎高教組会館

◆参 加 者 11名

計４本のレポート報告と１件の問題提起が行われ、情報共有と学習交流の場となりました。

１ 佐世保中央高校エンカレッジコースの問題点 （佐世保中央夜間 濱本さん）

(1)エンカレッジコースについて

佐世保中央高校夜間部では、複雑な教育制度（学び直し、定通併修、通級指導等）に加え、エンカレ

ッジコース設置により、職場の多忙化が一層進んでいます。ますます浮き彫りになる多くの問題点が報告さ

れました。

夜間部職員勤務時間

早い生徒
部活生

登校 教室待機

給食希望者以外 教室待機

日課表 エンカレッジコースの問題構造

原因 問題点 対応 現象 結果

本質との乖離

=

そもそも 当然無理 先生方は しかし…
○：チャイムあり ／ ×：チャイムなし

頑張っている!!

３課程を想定した学校に４課程を押し込んでいるという制度上の欠陥が、物理的問題（①時間&②空間）
を生み、教職員に過剰な負担をかけています。教職員の多忙化により定時制高校の特長である「ゆったり感」

「温かさ」が影を潜め、生徒１人１人が抱える本質的な課題に気づき難い状況に。複合的な問題によって、

夜間・エンカレ両コースの生徒が、結果的に不利益を受けています。これは、ゆとりのある学校づくりを

提唱した定期大会の趣旨にも反し、本末転倒と言わざるを得ません。

エンカレッジコースでは、給食を申し込んでいない部活動生徒は、教室待機時間が１日に 180 分間ある。
それが毎日続く。(定期考査期間や高校入試等、部活動が休みの日も含まれているが)入学から３年次定通大会

県予選まで、授業日は約 394日。3時間× 394日＝ 1,182時間≒ 49.25日。物理的に無理な部分のシワ寄せが、
直接生徒に向かっている悪い例。エネルギー溢れる若者たちが毎日３時間じ～っとおとなしく３年間待機す

ることを求める制度は、欠陥品以外の何ものでもない。効率(費用面)のみを優先させ、現場に何も相談せず

一方的な決定をした県教委が、見通しの甘さを露呈した格好となる。

多忙化や問題点の感覚的な部分について、今後さらに職場の意見を集約し、具体的に数値化・可視化

した上で、昼間部・通信制を含めた学校全体の問題として精査する必要があります。
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両側に語句を配置

利き手に左右されない配慮

(2)問題点

№ 分 類 問 題 点

①共通行事（球技大会や体育大会等）は３～４校時にしか設定できず、時間的制約が大きい。

②勤務時間のほとんどは、生徒が学校にいる状態。対応に労力を要し、職員に精神的余裕がない。

1 職員 ③エンカレ担任は夜間コースの授業も受け持ち、放課後に生徒との面談ができない。

④休憩時間と給食指導時間が重複。休憩時間を確保できない。

時間 ⑤夜間コース授業中や給食時、教室待機のエンカレ生徒が起こすトラブルや問題行動への対応。

⑥エンカレの部活生は４校時終了後 19:10 ～ 21:00 まで教室待機。 (110分間)
計 180分間!!

⑦給食を希望しないエンカレの生徒は 16:15 ～ 17:25 まで教室待機。(70分間)
2 生徒

⑧授業時間帯が中途半端で、エンカレ生徒はアルバイトしにくい。結果、教科書補助も受けられない。

⑨エンカレ・夜間合同の生徒会活動の時間を確保できない。＝ 生徒自治の破壊

3 空 間 ⑩他課程（昼間部・通信制）との共用施設の調整が困難。（教室、体育館、グラウンド等）

複雑な教育制度 ⑪定通併修が職員に過剰な負担をかけている。(授業プリント作成､レポート指導､採点等 夜間部職員担当)

4 4年分の授業を ⑫多忙が常態化し、職員が制度や事例、行事等に振り回されている。じっくり生徒と向き合う定時制
3年間に詰め込む 教育の長所が失われている。

5 募集定員 ⑬きめ細かい指導が必要な生徒（中学時不登校６～７割、発達障害、学習障害、日本語を母語とし
ない等）が多く在籍。１クラスの定員が４０名は整合性がなく、職員に過剰な負担。

２ 考査前の授業及び考査でのとりくみ （鳴滝昼間 平湯さん）

１年次理科 科学と人間生活（週２時間）の考査範囲の復習方法と考査での出題や評価について報告。

考査前の授業３時間程度 考 査 ：出題 重要語句（読み・書き）を10問

重要語句を確認 平常点 ：評価10点分

効果：①生徒の取り組みは良好 ②定着度アップ

生徒の声を教材に反映

復習プリント 考査問題（一部）
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３ 毎日学級通信の取り組み ～何かが変わるかもしれない～ （長崎工業定時 牟田さん）

2020年4月から１年間毎日、学級通信を発行。176号までの軌跡とその後。新入生研修「長工定で人生

を変える」講座での説明。「何かを始めよう」「そして、それを続けよう」「続ければ、それが習慣とな

る」「習慣が変われば、性格が変わる」「性格が変われば、人生が変わる」生徒に言った手前、自身も何

か新しいことを始めて続けることに。

№ 項 目 おもな内容

①本日の行事 ②明日の連絡

③季節の移り変わり ④気象状況
1 毎日の連絡

⑤世の中の動き ⑥今日は何の日

(過去の災害、平和、地域に関する話題等)

①時間割 ②始業時の集合場所
2 本日･明日の日程

③教室移動 ④就業時間等の確認

①笑顔、笑いに関すること

担任のつぶやき ②感謝、感動したこと
3
（コラム） ③掃除、環境に関すること

④その他、担任の失敗談等

4 月行事予定 来月分を裏面に印刷（月に１度）

得たもの

生徒・家庭とのコミュニケーションが良好に

①生徒座席に事前配付することで SHRの伝達がスムーズ
②欠席生徒も前日通信で学校の様子を把握

③明日の準備が容易に（家庭でも確認可）
Vol.11(5月12日) コラム「担任のつぶやき」の始まり

④長欠生徒や家庭に学校の様子を伝えるツール

⑤季節の移ろい、世の中の動きを感じる

⑥担任のつぶやき･失敗談を通して自己表現のきっかけ作り

⑦担任・副担任間の連携がスムーズに

⑧作成後起案→学級の様子を学年主任・管理職に知らせる

つぶやきノート（生徒記入） Vol.176(3月24日) ３学期終業式
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発行当初は日程確認や連絡事項がメインだった学級通信『飛べ・飛べ・高く』。５月 GW 明けから

コラム「担任のつぶやき」（字数200～500字）も毎日連載。内容は、気持ちが楽になる思考方法やコミ

ュニケーションに関するアドバイス等、真面目な話題が多い。挨拶やマナー等、頭では分かっているが、

直接指摘されると、つい反発してしまいそうなことを雑感形式で、しかも個人に対してではなく全員に

文字の形で伝えている。生徒は自分のタイミングで目を通す。コラムでは、担任自らを修行中の身と位

置づけてあり、真面目な内容の時ほど、オチの部分は自身の失敗談になっていて微笑ましく読み終える

ことができる。最後の決め台詞「担任も修行中である」とつぶやく場面は、昭和の連続ドラマを思わせ

る。

テーマ タイトル(１学期分)

時節 「マスク問題」「再びマスクの話…」「コロナな世の中…」「コロナ後の世の中…」「～スタンダード問題」

「笑顔で過ごす…」「挨拶…」「掃除…」「感謝の言葉…」「人の話を聴く…」「人の話を(聞く)聴く」(２回)

「行動すること、続けること…」「続けたその後…」「行動するタイミング…」「行動経済学（ナッジ理論）

…」(２回)「返事は素早く…」「続けること…」「できることから…」「掃除・笑い（笑顔）・感謝」(３回)

生き方 「苦手な人」「「ねばならない」と「～してはいけない」問題」「なんとかなる」「否定語を使わない」

「美しい後ろ姿」「質問をする姿…」「挨拶をする姿」「続けること」「人の話を受けきること」

「何のために（お金の使い方…）」「時間がない」「他人と比較する」「至福の時間」「何故か慌ただしい」

「一生懸命やってみる」「夏の課題」

自虐 「なにやってんだか…」「マスクを忘れる問題」「マスクの次にあるレジ袋問題…」

進路 「何のために…」「何のために」「将来の進路」「将来の夢」

生徒にも１人１冊「つぶやきノート」を渡して、毎日つぶやきを記入させている。担任と言葉のキャ

ッチボールをすることで、本人の状況把握、表現力の向上、趣味、家庭・仕事先での様子等確認できる。

４ コロナ禍における学校行事 （鳴滝夜間 烏山）

鳴滝高校夜間部は在籍数が少ない小規模校のため、空間を広く使うことができ、軽いフットワークで

柔軟な対応も可能である。結果的に、新型コロナウイルスの影響を最小化できた。コロナ禍による影響

（授業&学校行事）を数値化・可視化し、学校行事の意義をあらためて考察。

お互いの距離を縮めることが目的の生徒会行事には、生徒同士の接点を増やすような仕掛けがある。

言いかえると、密状態をつくり出し化学反応を起こすことが、行事の本質と言える。学びの多い学校行

事をどのような方法ならば開催できるのか。前例踏襲ではなく、ゼロベースで新たに構築していく必要

に迫られた。一定の距離を置くことが求められる空間的制約の中で、心理的には濃密な時間を生み出す

取り組みを紹介する。できたこと、できなかったことや課題等を整理した。

新入生歓迎レクレーション実施要項（抜粋）
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ライン

新入生歓迎レクレーション（4月17日 ＠長崎水辺の森公園）

綱引き（綱にマーキング） ビンゴ大会 長縄跳び（人数制限＆ライン）

第1回校内競技大会 e-スポーツ競技（7月19日 ＠教室）

講義室会場 マリオカート8デラックス & Nintendo Switchとコントローラー 教室会場

（購入） （レンタル）

コロナ禍で大きく変化したことの 1つは、準備方法。実施要項には詳細まで記載し、万一出勤停止に
なっても、その場にいる人で行事を回せるように準備した。具体的には、保健部との打ち合わせ、任務

分担（不在時の予備担当含む）、準備日程、準備品（担当者＆所在）、配置・隊形（プログラムごと）、

音響等ケーブル接続要領、アナウンス原稿。イメージや計画をブラックボックス化せず、情報を共有す

ることを心がけた。

５ 問題提起 生徒Ａのこと （波佐見 勝村さん）

学年主任として関わった生徒Ａの事例報告。家族や学校内の人間関係をエコマップで紹介し、情報共

有。生徒Ａを取り巻く当事者達が抱える課題の解決に向けた長期にわたる取り組み。

編集後記

定期大会では、それぞれの議案で活発な質疑が行われました。各分会長さんに事前回答していただ

いたアンケートを集約することにより、定通高校が抱える問題点が浮き彫りになり、最新の情報を共

有できました。２年に１度の県教委交渉では、現場の声をしっかり伝えなければと、あらためて身が

引き締まる思いです。みなさん、ご協力いただきありがとうございました。

教研は盛りだくさんの内容で、学び多い１日となりました。レポートは、①制度の欠陥、②教科指

導と評価、③学校行事の意義と実践、④学級通信、⑤生徒指導と多岐にわたります。目の前の生徒た

ちに対して手間を惜しまない、先生方の取り組みに大きなパワーをいただきました。ご参加いただい

た先生方がそれぞれの学校現場で活かしていただけると嬉しい限りです。ありがとうございました。


